


































A study on practice aimed at increasing the rate 
of successful shots in basketball
—With a focus on pick play—
Masahiro FUJITA, Kiwamu KOTANI and Etsuo ASHINA
Abstract. This study intends to acquire basic data on the field of instruction by clarifying the effect that 
practicing pick play, which has been introduced to University men’s basketball, would have on matches.
The results of this study can be summarized as follows:
1) The percentage of two-point shots by pick play was 53% in the 2010 season and 66% in the 2011 
season, showing a significantly higher percentage in 2011 as compared to 2010.
2) The percentage of three-point shots by pick play was 47% in the 2010 season and 34% in the 2011 
season, showing a significantly lower percentage in 2011 as compared to 2010.
From these results, it has been suggested that practicing pick play which was the subject of this study 
has enabled players to attempt a shot from a position close to the hoop where pick play has a relatively 
high success rate. From this, it can be considered that there is a possibility of improving pick play by 
adopting the practice used in this study, which presumably would allow players to gain a commanding 
position against their opponents in matches.
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大会期間：2010年 9月 4日から 10月 31日
2．第87回関東大学バスケットボールリーグ戦（18試合）
大会期間：2011年 9月 3日から 10月 30日
























































の比較には統計解析ソフト IBM SPSS Statistics 19にて



















































































































































































































































































































































































































































































































































 5) 同上書，p. 183




















































野貴弘，深遠なるスタッツの世界第 3回，HOOP, (9), 
105, 2008）を乗じたものとの合計とした。
15) 吉田健司，吉田健司のバスケットボールイチから始
めるチーム作りオフェンス編，p. 8，ベースボール・
マガジン社，東京，2011
16) シュテーラー，コンツァック，デブラー著，唐木國
彦監訳，ボールゲーム指導事典，p. 153，大修館書店，
東京，1993
17) ファイトオーバーとは，「スクリーンプレイに対する
ディフェンスのひとつ，カッターのディフェンダー
がスクリーナーとカッターの間を割ってスクリーン
をすり抜けること」（ジェリー・クロウゼ編，水谷豊
他訳，バスケットボールバイブル，p. 554，大修館書
店，東京，1997）とされる。
18) カットプレイとは，「オフェンスプレイヤーのある場
所からある場所への移動」（ジェリー・クロウゼ編，
水谷豊他訳，バスケットボールバイブル，p. 548，大
修館書店，東京，1997）とされる。
19) ダイブとは，「飛び込ませる。故意に飛び込むこと。
ペイント・エリア，また，ゴール近辺に飛び込みポ
ジションをとること。ゴール下へ優位にポジション
を取ること」（倉石平，バスケットボールのコーチを
始めるために，p. 232，日本文化出版，東京，2005）
とされる。
20) アウトサイドとは，「一般的にゴールから離れた周辺
のエリア」（日本バスケットボール協会編，バスケッ
トボール指導教本，p. 107，大修館書店，東京，2002）
とされる。
21) ポップとは，「飛び出す，瞬時にディフェンスから跳
ねるようにして離れるようなこと」（倉石平，バス
ケットボールのコーチを始めるために，p. 231，日本
文化出版，東京，2005）とされる。
22) ギャップとは，「切れ目，裂け目，スペース。ディ
フェンスとディフェンスの間のこと」（倉石平，バス
ケットボールのコーチを始めるために，p. 229，日本
文化出版，東京，2005）とされる。
23) ブロックとは，「オフェンスプレイヤーがディフェン
ダーの進路を妨げるポジションを占めること」（ジェ
リー・クロウゼ編，水谷豊他訳，バスケットボール
バイブル，p. 555，大修館書店，東京，1997）とされ
る。
24) ウィークサイドとは，「両方のゴールを結んだミドル
ラインによってコートを縦に二分したときの，ボー
ルがないほうのサイド」（ジェリー・クロウゼ編，水
谷豊他訳，バスケットボールバイブル，p. 547，大修
館書店，東京，1997）とされる。
25) 日本バスケットボール協会編，バスケットボール指
導教本，p. 37，大修館書店，東京，2002
26) 倉石平，バスケットボールのコーチを始めるために，
p. 8，日本文化出版，東京，2005
27) 日本バスケットボール協会編，バスケットボール指
導教本，p. 80，大修館書店，東京，2002
28) 日本バスケットボール協会編，バスケットボール指
導教本，p. 88，大修館書店，東京，2002
29) ピボットとは，「片足を軸として固定し，ステップし
ながら方向を換えたり回転したりすること」（ジェ
リー・クロウゼ編，水谷豊他訳，バスケットボール
バイブル，p. 554，大修館書店，東京，1997）とされ
る。
30) 倉石平，バスケットボールのコーチを始めるために，
p. 78，日本文化出版，東京，2005
31) ヘルプ・アンド・リカバリーとは，「ヘルプサイドの
ディフェンダーが，ボールに対するヘルプができる
ポジションをとりながら，ボールの移動によって自
分のマークにすぐに戻ること」（ジェリー・クロウゼ
編，水谷豊他訳，バスケットボールバイブル，p. 555，
大修館書店，東京，1997）とされる。
32) アウトナンバーとは，「有効な攻撃が展開できる場所
で，オフェンスがディフェンスよりも多い人数で攻
めること」とされる。（ジェリー・クロウゼ編，水谷
豊他訳，バスケットボールバイブル，p. 547，大修館
書店，東京，1997）
33) 日本バスケットボール協会編，バスケットボール指
導教本，p. 111，大修館書店，東京，2002
34) ボールサイドとは，「両方のゴールを結んだミドルラ
インによってコートを縦に二分したときの，ボール
がある方のサイド」（ジェリー・クロウゼ編，水谷豊
他訳，バスケットボールバイブル，p. 555，大修館書
店，東京，1997）とされる。
35) ターゲットハンドとは，「いつでもボールをキャッチ
できる姿勢をとり，ボール保持者にとってパスをす
べき的（ターゲット）をつくること」（日本バスケッ
トボール協会編，バスケットボール指導教本，p. 36，
大修館書店，東京，2002）とされる。
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